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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 40,972 6.1 2,423 5.8 2,553 10.0 1,428 21.7

26年３月期第３四半期 38,611 － 2,290 － 2,321 － 1,173 －

(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 1,427 百万円( 16.9％) 26年３月期第３四半期 1,221 百万円 ( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 192.08 190.84

26年３月期第３四半期 187.41 －
(注) １．当社は、平成26年４月８日に東京証券取引所市場第二部に上場したため、平成27年３月期第３四半期の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から平成27年３月期第３四半期連結会計期間末までの平
均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

２．当社は、平成26年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。このため、当連結
会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第３四半期 33,228 12,333 37.1

26年３月期 31,555 9,421 29.9

(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 12,333 百万円 26年３月期 9,421 百万円
　
２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00

27年３月期 － 65.00 －

27年３月期(予想) 32.50 －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成26年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。平成27年３月期(予想)

につきましては、当該株式分割を考慮した配当金の額を記載しております。

　
３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,329 3.6 2,885 4.2 2,858 2.8 1,670 5.7 224.44
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成26年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。通期の１株当たり当期

純利益につきましては、当該株式分割を考慮して算出しております。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 7,475,620株 26年３月期 6,261,320株

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ － 26年３月期 －

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 7,436,416株 26年３月期３Ｑ 6,261,320株

(注) 当社は、平成26年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。当該株式分割が前

連結会計年度の期首に行われたと仮定し、発行済株式数を算出しております。

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・当社は、平成26年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。当該株式分割が前連結会

計年度の期首に行われたと仮定し、発行済株式数を算出しております。

・「平成27年３月期の業績予想」の通期の１株当たり当期純利益の算出につきましては、当該株式分割が平成27年３月

期の期首に行われたと仮定した場合の期中平均株式数7,446,082株によっております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策により、企業収益や雇用環境など総体的に

緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、消費税率の引き上げによる消費マインドの低迷や円安による

原材料の高騰など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

物流業界においては、燃料調達価格や電気料金の高騰、人材・車両不足を背景とした物流コストの増加など、

引き続き厳しい経営環境で推移しました。

この様な環境のもと当社グループは、３ＰＬ業界で小売業に特化した物流企業としてのポジションを確立すべ

く、食品スーパーマーケットにおける３ＰＬ事業からネットスーパー事業までのワンストップサービスの提供を

グループの最重要戦略と位置付け、積極的な営業開発を推進しております。また、物流業界の高齢化及び労働人

口減少の進行を見据えた人材確保のため、新卒の積極的な採用に取り組んでおります。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高は409億72百万円（前年同

四半期比6.1％増）、営業利益は24億23百万円（同5.8％増）、経常利益は25億53百万円（同10.0％増）、四半期純利

益は14億28百万円（同21.7％増）の増収増益となりました。

セグメント別の業績は次のとおりです。

① 物流事業

物流事業におきましては、新規に稼働した食品物流センターが軌道に乗ったことに加え、既存顧客における消

費税引き上げの反動に伴う貨物量の低下も回復傾向となり、売上に順次寄与しました。しかしながら、高止まり

する燃料調達価格や電気料金に加え、人材や車両不足に伴う売上原価の上昇が予想を上回り、引き続き効率化対

策を推進した結果、売上高は400億85百万円（前年同四半期比5.2％増）の増収、セグメント利益(営業利益)は21

億92百万円（同0.4％増）の増益となりました。

② その他

文書保管事業におきましては、当第３四半期連結累計期間に受託した大型案件が順調に推移した結果、売上高

は８億87百万円（前年同四半期比73.7％増）の増収、セグメント利益(営業利益)は２億29百万円（同117.2％増）

の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、332億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億73百万円増加い

たしました。流動資産は152億43百万円となり、22億70百万円増加いたしました。この主な要因は、現金及び預金

が３億29百万円、受取手形及び売掛金が19億７百万円増加したことであります。また、固定資産は179億84百万円

となり、５億97百万円減少いたしました。この主な要因は、保険積立金が３億85百万円減少したことであります。

負債につきましては208億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億38百万円減少いたしました。流動負債

は、当社株式上場に伴う新株式の発行による手取金について借入金の返済及び社債の償還に充当したこと等によ

り、１年内返済予定の長期借入金が２億22百万円、１年内償還予定の社債が５億90百万円減少しましたが、支払

手形及び買掛金が５億21百万円、未払社会保険料等が４億25百万円、未払消費税等が６億98百万円増加したこと

等により、114億94百万円となり、７億20百万円増加いたしました。また、固定負債は長期借入金が13億36百万

円、社債が３億５百万円減少したこと等により、94億円となり、19億58百万円減少いたしました。

純資産につきましては123億33百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億11百万円増加いたしました。この主

な要因は、新株の発行により資本金９億51百万円及び資本剰余金９億51百万円が増加したこと及び利益剰余金が

10億９百万円増加したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年５月14日に公表いたしました連結業績予想からの変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に基づく方法から

単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が212,240千円減少、利益剰余金が136,789

千円増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,617,831 6,946,978

受取手形及び売掛金 5,656,719 7,564,196

貯蔵品 28,537 32,931

その他 673,706 704,043

貸倒引当金 △3,413 △4,424

流動資産合計 12,973,381 15,243,724

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,649,914 6,488,385

機械装置及び運搬具（純額） 131,615 102,493

土地 5,900,270 5,900,270

その他（純額） 2,254,872 2,484,702

有形固定資産合計 14,936,673 14,975,852

無形固定資産 811,028 708,261

投資その他の資産

その他 2,865,006 2,333,046

貸倒引当金 △30,748 △32,256

投資その他の資産合計 2,834,258 2,300,790

固定資産合計 18,581,960 17,984,904

資産合計 31,555,342 33,228,629

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,981,193 4,502,432

1年内返済予定の長期借入金 2,965,794 2,743,180

未払法人税等 540,090 486,118

賞与引当金 433,101 196,194

訴訟損失引当金 11,043 5,400

その他 2,842,819 3,561,192

流動負債合計 10,774,042 11,494,518

固定負債

社債 305,000 －

長期借入金 6,833,943 5,497,240

退職給付に係る負債 938,413 739,214

資産除去債務 197,276 200,566

その他 3,084,672 2,963,553

固定負債合計 11,359,305 9,400,574

負債合計 22,133,348 20,895,093
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,108,604 2,059,840

資本剰余金 623,026 1,574,262

利益剰余金 7,733,490 8,743,135

株主資本合計 9,465,120 12,377,238

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 122,794 103,842

退職給付に係る調整累計額 △165,922 △147,544

その他の包括利益累計額合計 △43,127 △43,702

純資産合計 9,421,993 12,333,536

負債純資産合計 31,555,342 33,228,629
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 38,611,487 40,972,939

売上原価 34,074,711 36,231,580

売上総利益 4,536,775 4,741,358

販売費及び一般管理費 2,246,720 2,317,608

営業利益 2,290,055 2,423,750

営業外収益

受取利息 3,367 2,877

受取配当金 21,629 27,861

負ののれん償却額 5,097 －

保険解約返戻金 － 142,856

その他 160,716 91,761

営業外収益合計 190,811 265,358

営業外費用

支払利息 138,466 103,412

その他 20,763 31,764

営業外費用合計 159,230 135,176

経常利益 2,321,636 2,553,932

特別損失

減損損失 5,102 －

特別損失合計 5,102 －

税金等調整前四半期純利益 2,316,534 2,553,932

法人税等 1,143,083 1,125,516

少数株主損益調整前四半期純利益 1,173,450 1,428,415

少数株主利益 － －

四半期純利益 1,173,450 1,428,415
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,173,450 1,428,415

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 47,570 △18,952

退職給付に係る調整額 － 18,377

その他の包括利益合計 47,570 △575

四半期包括利益 1,221,021 1,427,839

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,221,021 1,427,839

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年４月７日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式

発行600,000株（発行価格3,400円、引受価格3,145円、資本組入額1,572.50円）により、資本金及び資本剰余金が

それぞれ943,500千円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間における新株予約権の行使に伴う新株

式発行により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ7,736千円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が2,059,840千円、資本剰余金が1,574,262千円となって

おります。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注）１

合計
調整額
(注）２

四半期連結損益
計算書計上額

(注）３物流事業

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 38,100,428 511,059 38,611,487 ― 38,611,487

　(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

74,612 294,389 369,001 △369,001 ―

計 38,175,040 805,448 38,980,488 △369,001 38,611,487

セグメント利益 2,183,911 105,575 2,289,486 568 2,290,055

(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、文書保管庫の賃貸事業、不

動産賃貸事業及びレストラン事業を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注）１

合計
調整額
(注）２

四半期連結損益
計算書計上額

(注）３物流事業

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 40,085,326 887,612 40,972,939 ― 40,972,939

　(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

84,706 279,024 363,731 △363,731 ―

計 40,170,033 1,166,637 41,336,671 △363,731 40,972,939

セグメント利益 2,192,903 229,329 2,422,232 1,517 2,423,750

(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、文書保管庫の賃貸事業、不動

産賃貸事業及びレストラン事業を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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